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医者にかかってもよくならない。
そんな時は漢方の力を頼ってみよう。

実はB這自の伝統医学。
びったり合うものがあるはずだ。

から 9 



I 
口顔色が悪い（白い）

口肌が乾燥してカサカサ

口髪がバサバサ

I 口疲れ目、かすみ目になりやすい
口重だるい頭痛がある

口立ちくらみする

口不安感が強い. 

自分の体質をセルフチェック

口げっぷ、おならがよく出る

I 口のどにつかえ感がある

□お腹が張りやすい

口食欲にムラがある

ロイライラしやすい

口情緒不安定である

靡
過労や慢性疾患が原因で、体内
に栄養を行き渡らせる「血」が不
足している状態。貧血やめまい、
抑うつ症状などを生じる 1 

£て

r- j¥..----

；口手足がむくみやすい

口めまい、吐き気がある

口痰がよく出る

口甘いもの、脂つこいものを好む

おすすめ
食材

人参、
ほうれん草、
黒豆小豆、
マクロ、卵など

ストレスや生活習慣の乱れで、
「気」の流れが停滞している状
態．ィライラするほかに、頭痛や
肩こりも感じる

口朝、起きられない

口すぐに疲れる

口食欲がない

口胃腸が弱い

口息切れしやすい

口下痢をしやすい

口かぜをひきやすい. 

口下痢や軟便が多い

口雨の日は不調

口悪い夢をよく見る. 
（紐う』賢
体の中で水分がうまくめぐらず、
余分な水分を溜め込んでいる状
態。倦怠感や頭痛、手足のむく
などの症状を伴う

おすすめ
食材

クコの実、
しそ・セロリ
などの香草類、
柑橘類など

口ほてり、のぽせがある

□いつも微熱がある

□手のひら、足の裏が熱い

口のどが渇きやすい

口寝汗をよくかく

口肌が乾燥している

｀）祭
’‘ ュ絃

汗や唾液、リンバ液などの体液が
不足した状態。水分パランスの崩
れで、のぽせやほてりの症状が出
ることも

足が原因
不足してい
るさを感じる

おすすめ
食材

牛肉、鶏肉、
もち米、

いも類豆類、
きのこ類など

口ひどい肩こり持ち

口揉むとラクに感じる

ロシミやそばかすが多い

口目の下にクマが出やすい

a
三

、
」
}
1

年
甲
畔

し
、
。

,
3
 

す
”
そ
ぇ
態

ゃ
●
一
勢
冷
状

証
·
石
温
哀

が
一
ょ
匡
同
姦
碑

総

1
1
1疇
碑
認

□

長
が
り
に

「気•血•水」の働き 累柔認汀コ漠
なルとふじ淡る悪
いギはみ薬方。＜崩水t｀方
と 1 心氏屈,_...,なれ＇ーで
すのとが薬監はるるのは
ぐこ休解剤修じとこバ‘
疲とを説稲li者め考とラ厨
れで動す・のてえでン．
た‘かる山ひのら‘ス
り気す°暗ろおれ体が・

がと にのが」飢 たイつ
バランスが崩れると体調が悪くなる ) 111 で水なめ生が 1{Il りラタぃ

て‘はつぐじ少液しィ邑i
り方方降てパ当 2 恩チ分 表が＾水 l iIl たりたなやまラ‘
人薬ごに‘ラた｝いエがまれ悪訟‘が以りがりくそすすめ
れ←は紹次ンり 3 当ツどずまい虚投‘外す滞 なの＾るぐ
てをん介々ス前つたクのはすとマなのるる＾ける成気さ症り
ほ生←すべを°あるし夕左＾倦 い水 と｝悶詮と分滞な状が
し活やる I 見症る症よイ表痰雲めと分凪叩とよめをマが悪
いに-, →ジ極状の状うプで叫此悠ぐせの硲心：‘ま指 表い
°取泌淡以めのがが°か自ごがりきこ言りJfrl いす れと

五臓と慟き•関係

の気と血のめぐりを調整す
整も担
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＿囚「、 7`
呼吸で気を取りi
全身に行き渡らせ
府の状態にも関与す

十相生：相手を助ける 疇贔｀～相克：相手を抑制する

目
指
す

・
血
•
水
を
司
る
の

気
息
臓
」
だ
。
「
肝
．

ヽ心
．
脚
．
肺
・
成1
1」

が
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
、

心
と
体
の
健
康
を
保
つ
（
左

図
）
。
パ
ラ
ン
ス
が
~
川
れ
る

と
体
瀾
小
良
に
な
る
が
、
淡

ガ
が
薙
状
の
改
仰
に
役
し
リ
つ
。

「
痰
J
j
楽
を
飢
む
だ
け
が
漢

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
れ
臓

を
い
た
わ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
体
を
冷
や

さ
な
い
こ
と
。
冷
た
い
も
の

を
体
内
に
入
れ
る
と
、
体
温

を
維
持
す
る
た
め
に
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
炭
と
し
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
気
を
削
耗

し
、
胃
腸
が
疲
弊
し
て
し
ま

さ
ウ

う
。
い
湯
を
飲
む
な
ど
、
1
1

煩
の
心
が
け
が
泌
方
の
「
於

庄
j
な
の
で
す
」
（
山
崎
氏
）

r
ｭ一

晶

め
類
布
冬
V
-

す
材
こ
昆
こ
ゃ

す
食
の
米
の
に

お
き
玄
け
ん
た
こ

おすすめ
食材

豚色ヽ
れん←ん、

なし、はまぐり、
豆腐など

おすすめ
食材

アジ、イワシ、
ねぎ、なす、
にんにく、

生姜など ＇a:｀肇~_)
出典： Iはじめてのおうち渡方．I （きむらひろき著・山崎ひろふみ監修）

漠
方
の
歴
史

淡
方
は
、
H

本
の
伝
統
医

年
で
あ
る
＂
了
は
じ
め
て
の

樅
力
速
図
裳
j
屈
修
者
の
新

I
I
心
正
圃
氏
が
1口
う
。

「
中
国
で
腋
理
さ
れ
た
印
如

の
体
系
が
H

本
に
渡
っ
て
き

て
、
独
自
に
発
殷
し
た
の
が

淡
力
で
す

U

休
調
不
良
に
効

く
も
の
を
経
験
的
に
梢
み
虹

ね
て
き
た
知
市
心
で
、
実
に
よ

く
で
き
て
い
ま
す
“

江
い
叶
代
に
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
伝
わ
っ
た
西
邪
灰
＂
字
を

霊
圃h
j
と
呼
び
、
そ
れ
と

仮
別
す
る
た
め
に
L
I
本
の
伝

統
朕
浮
を

r蔽
J
j
ャ
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」
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競を基に、
真....本独自の発展を遂げた
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め
ま
い
が
あ
る
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血
圧
が
富
い

体
を
冷
ま
す
生
楽
が
4

種

．
i
頻
今1
1ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

a. 
↑
ゴ
ー
こ
め
、
i
"
団
血
圧
の
ほ
か
に
も
、

『
砿
疹
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
皮
府

・
一
炎
に
よ
る
か
ゆ
み
を
和
ら
げ

．
s`
.

＇
．
る
効
能
が
あ
る
。
二
H

酔
い

士

予
防
に
も
効
呆
あ
り
。

—;,i:1祉．抒芍iT:tt-
高血圧にともなう症状、のぽせ、
品血、湿疹・アトピーなどのか
ゆみ、口内炎、気うつによる粕
神不安・不眠、二日酔い

太
り
過
ぎ

1
8稲
類
も
の
生
薬
が
含
ま

れ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
。
高
血
圧
に

と
も
な
う
動
悸
や
訂
こ
り
な

ど
に
効
呆
も
。
胃
腸
が
弱
い

人
は
下
痢
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
注
滋
が
必
要
だ
。

;iiii弘t,云`9 布，＂
肥満、高血圧にともな
う動悸・肩こり・のぼ
せ、むくみ、便秘

の
ど
の
迩
和
感
を
取
り
除

き
、
気
分
を
晴
れ
や
か
に
す

る
効
果
が
あ
る
生
薬
が
含
ま

れ
て
い
る
漢
方
薬
。
ほ
か
に

．
』
＇
神
経
性
胄
炎
な
ど
、
粕
神
状

‘~ 

，
態
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
症

状
を
和
ら
げ
る
。

•■ 999;11l i I也l.斉F, 勺応
精神不安によるのどの
違和感、動悸めまい、
せき、しわがれ声、不
眠、神経性胃炎

そう鳴つ 凶う 1ふじん と惰 Uべ衣

蒼ボ埠黄人参当帰芍薬

I I J 」 」 99. 社井咽’’’
貧力治にさ体 気

農｛｀裂麿↓『カ
ものどたか補如
効JJ力‘いなうの • 

閾出に記贔体
し嘉i；りばなり：カ

、 ,9... 、 ‘―`‘ふマー·ヽ一ヽ 令尻がはク万の

9 9:tit-.,ぶ／公： 雰ス気悶言後の 歪
品

ー研，→It，t,村芍司：.. 
めまい、立ちくらみ、
動悸、息切れ、のぼせ、
頭痛、片頭痛、怒り・
イライラ、精神不安

の改いる抑か
沿j務や゜ぇせ気
Jfll す閑'[ if：iたた持
圧る 1iti齢りりち
に ｰ ‘者・す ‘を
もほJi]の~ Hii格悶虐；計畠魯》
あ初なくき
り老どめが
°期をまあ

タ証絋、U 芍戸＇．

高齢者のめま
い・頭痛・肩
こり・高血圧

こ
ん
な
体
調
不
良
は
漠
方
藁
で
ラ
ク
に
な
る

員

眠
れ
な
い

象
や
廊
な
ど
の
哺
乳
動
物

の
化
石
化
し
た
骨
か
ら
作
っ

た
生
薬
が
含
ま
れ
る
。
精
神

を
安
定
さ
せ
る
の
で
、
不
眠

や
悪
夢
な
ど
に
効
果
あ
り
。

ほ
か
に
め
ま
い
や
動
悸
を
和

ら
げ
る
働
き
も
。

姉I私l，斉F芍，吋，
不眠、悪夢、めまい、
動悸、頭痛、円形脱毛
症、高血庄

1111.,,ｷ, 
l’'.’.,! ·"’「ー一へ唸

Oilをhliい、体を温める
マグロとイカのヒ;IJ辛昇

•谷
? : 

EbIt9 ... 号)..... 
マグロの刺身・・・・・・120 g
イカの刺身……100 g

A ['り•I：六芸砂
ごま油••…•大さじ％
豆板醤•…•小さじ％～％

ごはん・・・・・・ 2杯分
青じそ（千切り） ••••••4枚分

9iU9、9-
〇マグロとイカは細切りにす
る

〇ボウルに①とA を混ぜ合わ
せ、温かいごはんの上にのせ
て、青じそを散らす。好みで
生姜やネギを加えても

余分な水分を出I\する

さつまいもと昆布の生姜煮

t孔'’1U碍、J."-
さつまいも••…• 1 本 (200 g)
切り昆布・・・・・・100 g
生姜・・・・・ 1 片分

A ［出し汁・・・・・・200rnl
酒・醤油・みりん

・・・・各大さじ 1 と½

9iU9、·―
〇さつまいもは皮付きのまま
1on幅に切り、水（分星外）
につけておく。切り昆布は長
さを 3等分する。生姜も皮付
きのまま、薄切りにする
〇鍋に①とA を入れて加熱し、
15~20分ほど煮込む

出典： Iプレ更年期の漢方．i
（杏仁美友監修）

体を冷まして、心をぷ＼らふかせる
セロリのきんびら

EKIn..,.`fム渭一
セロリ・・・・・・ 1 本
ごま油・・・・・大さじ 1
赤庖辛子（小口切り）

....,ひとつまみ

みりん・・・・・・小さじ 2
盤油•…••小さじ 2

9iu}、一
〇セロリは筋を取り、茎は斜
め薄切りに、葉は千切りにす
る

〇フライパンにごま油をひい
て熱し、①のセロリの茎、赤
麿辛子、みりん、臨油を入れ
て炒め、Ji)後にセロリの葉を
加えてさっと炒める

・鳩こ｀

葉は茎よりも
栄投がある

r山1と9.9、と鳩--
豆腐・・"•1 丁
シジミ・・・・・・ 150 g

アスパラガス
...... 40g(2~ 3 本）

A ［酒・オは比／ース
砂糖，塩・・・・・各小さじ½
水・・・・・・200ml

水溶き片栗粉…·ヽ・少々

9i刃9、---
Oシジミは砂抜きし、豆腐は
1.5cm角に切る。アスパフカス
の硬い皮はピーラーで剥き、
3cml福の斜め切りに
〇鍋に①とAを入れ、中火で
煮込む。アスパラガスが柔ら
かくなったら、水溶き片栗粉
でとろみをつける

出且IU碍91).....  
長いも……300 g
出し汁••••••300ml
酒・みりん・醤油
…..各大さじ 1

砂糖…•••大さじ％
かつおぶし...…適宜

iiV9、·―
〇長いもは皮を剥き、 2~3
anの輪切りにしてから半月切
りにする
〇鍋に①と出し汁、酒・みり
ん・檻油、砂糖を入れ、弱火
～中火で煮る
〇器に盛り、好みでかつおぶ
しを添える

立
臼鱗刈くして、炎莉なしすめる

なすとピーマンの味噌炒め

E沿IU碍、ガ漏ー
なす・••••• 3個

ピーマン・・・・・・ 2個
ごま油・・…適凪
出し汁...•大さじ 4

味噌•••••大さじ 1 と½
酒・みりん…•••各大さじ 1
七味唐辛子……適宜
旧ル、9-
〇なすは縦半分に切り、斜め
切りにする。ピーマンは種を
取って細切りにする
〇フライパンにごま油をひい
て熱し、①を炒める
〇②に出し汁と味噌、酒・み
りんを入れ、絡めるように炒
め合わせる。好みで最後に七
味庖辛子を振る

ヰ
滋必強~I:·疲労lIII復にクI1<
長いもの惹枷

アッブ
・ー一て 、



関
節
の
痛
み

体
を
温
め
る
こ
と
で
、
桶

み
を
和
ら
げ
る
。
関
節
痛
や

筋
肉
術
、
神
経
痛
に
効
く
。

原
因
不
明
の
し
び
れ
が
あ
る

，
袖
時
は
試
す
価
値
あ
り
。

で
＞
ほ
か
に
も
首
に
強
い
衝
撃

―
-
.
ー
し
.. 

を
受
け
た
時
な
ど
の
、
む
ち

う
ち
の
症
状
を
軽
く
す
る
。

食
欲
不
振

8

稲
類
の
生
薬
が
含

ま
れ
、
体
力
の
な
い
人
の
食

欲
不
振
を
改
滋
す
る
。
ほ
か

に
も
胃
桶
や
胃
も
た
れ
、
胸

や
け
や
膨
滋
感
な
ど
に
も
い

い
。
体
全
体
の
だ
る
さ
や
手

足
の
冷
え
、
軽
い
う
つ
紺
な

ど
に
も
効
果
を
発
抑
゜

体
の
痛
み

血
液
を
作
る
の
を
助
け
る

効
果
の
あ
る
地
黄
が
主
な
成

分
。
腰
痛
や
神
経
痛
、
●"
1血

圧
な
ど
、
古
回
齢
者
の
体
の
不

調
を
改
善
す
る
働
き
が
あ

る
。
ま
た
、
頻
尿
な
ど
お
し

っ
こ
の
悩
み
が
あ
る
時
も
頓

り
に
な
る
淡
方
薬
だ
。

倶
存
版

--;),'lii認， 999, 岱，／11 り
関節痛、筋肉痛、骨の痛み、
神経痛、しびれ、むちうち

こ
む
ら
返
り

筋
肉
の
け
い
れ
ん
を
し
ず

め
て
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
働

き
が
あ
る
生
薬
で
作
ら
れ
た

蔽
方
薬
。
足
が
つ
り
や
す
い

人
に
効
果
を
発
揮
す
る
。

胃
痛
や
腰
術
の
改
報
に
も

役
立
つ
が
、
長
期
間
服
用
す

る
と
効
果
が
紺
れ
る
。

湖；i弘ふ云F,干屯，1 ；,
こむら返り、尿管結石によ
る痛み、胃痛、腰痛、生理
痛、夜泣き、しゃっくり、
下痢

打
撲
・
ね
ん
ざ

．
血
の
め
ぐ
り
を
よ
く
す
る

生
頻
を
含
み
、
打
換
や
ね
ん

ざ
の
症
状
を
和
ら
げ
る
。
頭

痛
や
厨
こ
り
、
痔
な
ど
に
も

効
果
が
あ
る
。

女
性
の
更
年
期
節
害
に
と

も
な
う
、
の
ぼ
せ
な
ど
の
改

善
に
も
役
立
つ
。

t9,l ;l祖l.なF,芍用は
打撲、ねんざ、月経不順、
乳腺炎、更年期障害による
のぼせ、頭痛、屑こり、め
まい、しびれ、むちうち、痔

湖，i弘じ石F芍，n
高齢者の体の不調（腰痛、
神経痛、頻尿、糖尿病によ
るしびれ、高血圧、手足の
ほてり）、おねしょ

t,i]祁払斉干式令，吋，：
食欲不振、胃痛、胃も
たれ、胸やけ、吐き気、

膨満感、だるさ、手足
の冷え、胃下垂、胃ア
トニー、軽いうつ病

：茸芦．..~  .. 

呆う不 に特を
がさ振皮おに改｝拗
見まな崩す高善を
込ざどのす齢すう

[ [ : l た［l ：眉
姜生苗苫

H

る
ジ
’
贔

ぃ|
4

次
已
，

一袖1,9 ，1-な手，芍，＇，．­
便秘、便秘にともなう症状
（皮周の病気、食欲不振、気
うつなど）

薗ー一三

頭
痛

体
の
水
分
の
め
ぐ
り
を
よ

く
し
て
、
余
分
な
水
分
の
排

出
を
助
け
る
。
頭
桶
や
片
頭

痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る
。
ニ

日
酔
い
に
も
い
い
。

幣
状
疱
疹
や
顔
雁
神
経
痛

の
症
状
改
善
な
ど
の
効
果
も

あ
る
。

下
痢

特
に
新
陳
代
謝
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
っ
た
邸
齢
者
や

体
力
の
な
い
人
の
胃
腸
不
良

に
効
く
。
水
の
よ
う
な
ド
痢

を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
。
体

を
温
め
る
の
で
、
お
服
の
冷

え
や
股
桶
に
も
お
す
す
め
。

立
ち
く
ら
み
に
も
い
い
。

;‘ll i 1辺むなFヤ，，吋，，＇
下痢、消化不良、慢性胃腸
炎、お腹の冷え、腹痛、め
まい、立ちくらみ、だるさ

l
f
夏

5
半

かんぞう

甘草 溢

一汎誡ふ，，4守訳9...  
頭痛、腹痛、片頭痛、口の乾き、
夏バテ、嘔吐、下痢、二日酔い、
帯状疱疹、顔面神経痛、めまい、
胃炎、むくみ、 しびれ

せ
き

胃
や
肺
に
う
る
お
い
を
与

え
て
、
せ
き
を
し
ず
め
る
。

t
あ
ま
り
休
力
の
な
い
人
に

E
い̀
て
い
る
。
気
管
支
炎
や

．
｛
気
管
支
喘
息
な
ど
、
の
ど
の

病
気
の
症
状
を
軽
く
す
る
効

果
も
あ
る
。

t、,l ;1弘L云｝如n，，
乾いたせき、痰が切れな
いせき、気管支炎、気管
支喘息、かすれ声

&ii1社ぼ」F干出’
食欲不振、胸やけ、慢性
胃腸炎、恨性肝炎、長引
くかぜ・せき、だるさ、
喘息、子供の便秘

か
ぜ

発
汗
作
用
が
あ
り
、
熱
を

下
げ
る
た
め
、
か
ぜ
の
ひ
き

始
め
に
効
果
を
発
抑
。
恥
炎

や
中
耳
炎
、
結
膜
炎
な
ど
、

炎
症
を
起
こ
す
病
気
の
か
か

り
始
め
に
も
効
果
あ
り
。

鎖
痛
作
川
も
あ
り
、
頭
痛

ゃ
I
i
i
こ
り
に
も
い
い
。

妓
引
く
か
ぜ
に
効
呆
が
あ

り
、
汁
を
か
い
た
後
に
飲
む

と
い
い
c

痛
み
を
和
ら
げ
る

槃
と
し
て
も
使
わ
れ
、
股
痛

や
胃
泊
拗
、
十
二
指
腸
泊
拗

な
ど
の
術
み
に
も
効
果
的
。

肺
や
肝
臓
に
節
害
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
る
の
で
要
注
慈
。

―i,/•屈紛，秤芍,吋t-妍l:f-lt特芍『因瀑■I
発熱・悪寒·頭祁などのか
ぜの症状股掘肖沿茄・
十二指腸泊勧・胆のう炎・
膵炎・肝機能悴害などの痛
み、小児虚弱、不眠、疲れ

痘
状
別

~, 

湖；1改庄Fm,111,,
膀脱炎による頻尿・排
尿痛・残尿感・血尿、
尿管結石による痛み

発熱・悪寒・品水・のどの
痛みなどのかぜの初期症状、
品炎・中耳炎・結膜炎・角
膜炎・扁桃炎などの炎症、
頭痛、神経痛、肩こり

もい：, I• 

休
を
＂
徊
め
る

働
き
が
あ
り
、
秘
根
湯
と
阿

様
、
か
ぜ
の
ひ
き
始
め
に
い

い
。
体
力
の
あ
ま
り
な
い
人

や
胃
腸
が
弱
い
人
，
I
n
J
け
。
気

分
を
爽
快
に
す
る
効
呆
も
。

蒻
然
が
出
る
か
ぜ
の
初
期

に
幼
く
。
せ
き
を
し
ず
め
た

り
、
痛
み
を
止
め
た
り
す
る

働
き
も
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
治
療
楽
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
。

気
竹
支
喘
屈
や
関
節
リ
ウ

マ
チ
に
も
効
呆
あ
り
。

鼻
＊
・
鼻
つ
ま
り

三
宣

慢
性
炎
症

食
欲
不
振
や
骰
性
胃
腸
炎

な
ど
の
此
引
く
症
状
を
改
善

さ
せ
る
効
呆
が
あ
る
。
た
だ

し
、
ご
く
ま
れ
に
問
質
性
肺

炎
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
使
用
す
る
前
に
医
師

に
相
談
し
た
ほ
う
が
い
い
。

;1li1, t，なヤ古勺，1 ，
悪寒•発熱・頭痛・のどの栢
み•関節絹・筋肉莉などのか
ぜの症状、インフルエンザ、
気管支喘息、関節リウマチ•

お
し
っ
こ
の
悩
み

キ
ノ
コ
の
仲
間
か
ら
作
ら

れ
た
生
薬
が
名
前
の
由
来
。

．
体
内
の
余
分
な
水
分
が
よ
く

そ
出
る
よ
う
に
改
善
す
る
働
き

を
’
士
｝
が
あ
り
、
膀
眺
炎
に
よ
る
頻

ご
尿
や
残
尿
感
な
ど
尿
の
悩
み

t
 が

あ
る
時
は
試
し
た
い
。

姉1也むrf芍，『サ，~:
悪寒•発熱などのかぜの初
期症状、気うつによる精神
不安・不眠・食欲不振、魚
などによるアレルギー

方
藁
辞
典胃

の
痛
み

•
•
特
に
胃
術
に
効
果
を
発
抑

：
す
る
泌
方
楽
。
病
院
で
検
在

を
し
て
も
異
常
が
な
い
の
に
、

胃
腸
の
調
子
が
悪
い
時
に
も

」
症
状
改
善
の
効
果
が
あ
る
。

胸
や
け
や
膨
濶
感
な
ど
の

症
状
も
緩
和
さ
せ
る
。

やけ、膨満感
気、胃下垂、胃ア
ニー、生理痛

参考： iはじめての漢方薬図鑑 （新見正月l]監修）
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